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「発達障がい、不登校、生きづらさを感じている子どもたち、

そのママたちが、悩みを話したり、情報をシェアしたり、

子どもたちがナナメの関係（親でも学校でもない第三者と子どもとの新しい関係）

を作れる場所を、みんなで一緒に作りたい」

という想いをもつママ達で、2016年に設立しました。
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学校に行きづらさを感じている子どもたち、

生きづらさを感じている子どもたちや、

その保護者に向けての事業です

人や情報が行き来できる場所をつくり情報をまとめることで、

つながりを感じられたり、

サードプレイス（第三の居場所）を探すお手伝いをします

（令和5年度協働のまちづくりチャレンジ事業からの継続事業となります）

今年度の事業について
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つながりroomインタビュー

ホームページ



事業

①

実施の成果

インタビュー

 不登校当事者または不登校経験者 ９名

 不登校または不登校経験のある子どもの保護者  ８名

対象者

インタビュー内容（抜粋）

 属性的な事柄（年齢、性別など）

 いつ頃学校に行きづらさを感じ始めましたか？

その時誰かに相談しましたか？

学校に行きづらさを感じた時に心配なことや困ったことは？

12月に行うイベントでテーマとして聞いてみたいことは？

インタビュー内容は、

ホームページに掲載予定です

※専門家にアドバイスをいただき行いました



実施の成果

つながり

room

事業②

【目 的】

事業①のインタビュー内容をもとに、

その声をみんなで共有したり、つながりを作ってもらう

【内 容】

第一部 みんなの『これってどうなの？』をきいてみよう

第二部 『PTAとして不登校問題にどう取り組んでる？』

『フリースクールって？』

第三部 『子どもたちの声を聴いてみよう』

『先輩親子の声を聴いてみよう』



実施の成果

６０名を超える方々に集まっていただきました！
つながり

room

事業②



実施の成果

講 師 いしかわ特別支援学校 杉江校長

こども大好きナース・子育て相談室あのね  森田様

ファシリテーター 開業保健師・金城大学講師 大畑様

第一部 みんなの『これってどうなの？』をきいてみよう

病院に行くタイミングは？

何科を受診したらいい？

生活リズムについて

どんなふうに声を

かけたらいい？

受験や進路について

富樫教育プラザについて



実施の成果

ゲスト 金沢市P T A協議会 藤森様

第二部 『PTAとして不登校問題にどう取り組んでる？』

    『フリースクールって？』

尾木ママこと尾木直樹さんの講演会

学校単位で立ち上がっている保護者の会

ゲスト フリースクール協議会 中村様

金沢市教育委員会とフリースクール協議会

フリースクールの選び方

フリースクールってどんなところ？



実施の成果

ゲスト ワンネススクールに通う子どもたち

第三部 『子どもたちの声を聴いてみよう』

 『先輩親子の声を聴いてみよう』

学校に行かなくなったきっかけ

今どんな風に過ごしてる？

ゲスト 先輩親子（南様、藤森様）

今、大学・高校はどう？

夫婦間の認識の違い

進路の決め方

大人に言われて嫌だったこと

どんな風に声をかけてほしかった？

親の想い、子どもの想い



実施の成果

旭日公民館様

第三職員室様

塩崎様、吉野様

ご協力いただいたみなさま



事業

③

実施の成果

ホームページ ホームページをリニューアル！

インタビュー内容

居場所情報

イベント開催報告

ホームページ案内用チラシの作成

公民館や関係機関に配布予定

（3月中）



実施の成果

うまくいったこと 課題を感じたこと

インタビューを通して、たくさんの

子どもたちの声、保護者の方の声を聴くことができた

イベント（つながりroom）に興味を持ってもらえ、

多くの方にご参加いただけた。

イベント時、講師やゲストと保護者、保護者同士、

情報交換を行ったり、繋がりを作ることができていた

イベントにゲストで参加してくれた子どもたちが、

「もっと喋りたかった」「もっと伝えたかった」

と言ってくれた

メンバー間でしっかりコミュニケーションをとる

ことができ、事業を進めることが出来た

インタビュー内容の文字おこしに時間がかかった

イベントの内容を詰め込みすぎた

⇒インタビューをするのが初めてのメンバーが

多かったので、練習や経験が必要

⇒テーマを絞るか、２回に分けて開催を検討



市との協働について

うまくいったこと 課題を感じたこと

事業に関する話し合いをスムーズに行えた

不明な点があればすぐに相談をすることができた

公民館へのチラシの配布

必要な行政機関（教育委員会）との連絡調整を

していただけたため、スムーズに進めることができた

当初希望する協働課との調整が上手くいかず、協働に

至らなかった

⇒市民協働推進課との協働となったが、しっかり

協働することができた



➤関係機関や、支援者・支援団体、親の会、フリースクール等とより連携し、

今後も当事者や保護者に必要な情報の提供を目指す

➤ホームページを幅広く広報し、不登校に対する社会全体の理解を深めるよう活用していく

➤必要な場所や人、情報と繋がってもらえるよう継続して活動していく

➤人と人との情報の交流の促進というアナログ的な場所を目指していく

今後の展望について



ありがとうございました
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